
①表紙  

NO：  

介護予防サービス・支援計画書  初回・紹介・継続  認定済・申請中  

要支援1・要支援2  状態区分   
プラン作成のための3つのポイント  

地域支援事業  

利用者氏名  生年月日：明・大・昭  年  月  日（満 歳）  

私はこの介護予防サービス・支援計画書（①、②、③）について同意します。  

担当者名：  印  平成 年 月 日   氏名：  印  
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様  アセスメント実施年月日：  利用者名：  ②アセスメント表  

・領域ごとの生活行為について、今  

iの祝  

・その生活行為を自分で  

しているのか、家族など  

・共通しているこ   

・以前はしていたのに、  

・本人・家族の良いとこ  

ろ、強いところに着目。  

・このままだと～になる危険が  

■こうすれば′〉ができるようにな  

・領域に課題がある場合は□有  
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③ケアプラン   

総合的課急に対する日揮と具体策¢隠幕      秦体郵串鴫須頒坤  

目標中提琴 
東大議族毒義満撃  

（評価可能で、具体的）二  （様々な角度からわ支援内容）     （合憲のなトご1理中郷卸町     ∴・「ご 
， 

［コ由破麦接事業ナ．こ二   
1  「■－ l  

・専門職として、本人・家族に  
わかりやすく提案。  ・支援計画を  

実施する期間  

を記載。  

・認定の期間   

も考慮。  

・3～6ヶ月  

が標準。  

本人（セルフケア）  

4月1日  

6月30日   

～を支援する。  
・主語は『私は～』  

となるように書く。  

ならないように留意  

・専門用語は使わない。  

・抽象的な言葉（安心、安全、  
・『それならやって  

適切など）は使わない。  
意欲を引き出す。  

～できる。  
支援のポイント    地域  

～できるようになる。  
巴   ・目標に向けて支援を行う上で配慮すべ  

き事項やサービスを導入する上での留意  

点などを記載する。  

1
N
一
∽
－
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要支援1・2と認定を受けた認知症高齢者の介護予防プランの考え方  

＊基本的視点   

認知症高齢者の「自立支援」 → 本人の持つ力で生活することが出来る  

・介護予防の基本的概念を理解する。   

高齢者が要介護状態になることを出来る限り防ぐ  

・発生を予防する  →   認知症の進行を予防  

要介護状態になっても状態がそれ以上悪化しないようにすること  

・維持・改善を図る  →  今もっている力を持ら続けることが出来る。  

＊介護予防ケアマネジメントの基本的考え方  

・高齢者が住み慣れた地域で安心して生活を継続することができるように要介護状態   

になることを出来る限り予防することが重要  

・高齢者が住み慣れた地域で安心して生活を継続することができる  

1  

その人らしい生活  

（認知症になっても安心して暮らせる街作り）   

「本人が出来ることは出来る限り本人が行う」ことを基本とし、利用者の生活機  

能の向上に対する意欲を引き出し、サービス利用後の生活をわかりやす＜イメージで  

きるよう、具体的な日常生活における行為について目標を明確にし、セルフケアや地  

域の公的サービス、介護保険サービスを適切に利用する計画を作成し、達成状況を評  

価して必要に応じて計画の見直しを行う一連の過程。  

・「本人が出来ることは出来る限り本人が行う」■  

1  

認知症の方は何も出来ないと言う概念を見直す。  

本来持つ「生活力」をアセスメントから引き出していく  

・具体的な日常生活における行為について目標を明確にする。  

1  

芋、何が出来ているのか、出来ないことは何なのか、  

（一人で出来ること・支援が必要なことの見極め）  

・セルフケアや地域の公的サービス、介護保険サービスを適切に利用する計画  

1  

地域で支える「その人らしい」生活  
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＊自立支援の考え方の視点を見直してみる。   

一人で何でも出来ること？  →  今、出来ていることを出来る限り続けること。  

自分の力を認識することが難しい認知症高齢者にとって意識的に  

その力を維持できないことで継続を困難にしていることも考えられる。  

＊レスバイトとしての家族支援から本人中心の支援の方法を考える。   

こんな暮らしをしてほしい → 認知症高齢者の見方を変える  

問題行動だけに盲目せず、今までの生活から  

「その人らしい」生活の視点を持つ。  

1  

結果的に家族の介護負担の軽減  

なんでもしてあげる支援者中心の「利用者本位」の考え方から、．本人の力を支援していく  

「利用者主体」の考え方は認知症の方であっても同じであると考える。   

しかし、意思疎通が難しい状況や「何がしたいのか」を本人から聞きだすことが難しい  

と介護予防プランを作成するのは難しいと考えてしまう。しかし、家族が望んでいる「そ  

の人らしい」生活を客観的な視点で考えていくこと、本人が「楽しそうな時」「その人ら  

しい場面」を見つけること（どんな場面で笑顔を見ることができるのかなど）で介護予防  

プランを作ることは可能であると考える。   

今、持っている力を持ち続けられる支援の方法を見つけていくとき重要と考えられるの  

は言葉にならない言葉を読み取ることと考える。  
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